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口
蹄
疫
連
絡
協
議
会
が
発
足

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

　

宮
崎
県
で
流
行
が
続
く
家
畜
伝

染
病
「
口
蹄
疫
」
の
対
策
と
し
て

６
月
８
日
、
南
あ
わ
じ
市
口
蹄
疫

連
絡
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
和
牛
４
５
０
０
頭
、

乳
牛
５
５
０
０
頭
、
豚
１
０
０
０

頭
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
感
染
が

広
が
っ
た
場
合
、
被
害
は
甚
大
な

も
の
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
は
、
県
の
関
係
機
関
や

し
、
感
染
の
危
険

性
を
判
断
し
た
場

合
は
、
対
策
本
部

（
中
田
勝
久
本
部

長
）
を
設
置
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
で

は
、「
口
蹄
疫
の

淡
路
獣
医
師
会
な
ど
、
畜
産
関
係

者
ら
約
30
人
で
構
成
。
各
事
業
所

間
の
対
応
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
は
あ
わ
じ
島
農

協
や
淡
路
島
酪
農
と
協
力
し
、
防

疫
対
策
と
し
て
畜
産
農
家
へ
の

消
毒
剤
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
も
、
関
係
機

関
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
い
く
と

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　  （６月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 330件 44,198,219円

市外（島内） 47件 5,871,000円

市外（島外） 203件 27,124,940円

合計 580件 77,194,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
農
業・漁
業
な
ど
、次
世
代
に
引
継
ぐ
仕
掛
け
づ
く
り
を
！

　

農
・
漁
業
等
に
お
い
て
は
、
価
格
低
迷
や

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
的
に
は
人

口
増
加
、
中
国
国
内
で
の
食
の
安
全
へ
の
思

考
変
化
な
ど
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
日

本
産
に
対
す
る
安
全
・
高
品
質
イ
メ
ー
ジ
や
、

食
糧
自
給
に
対
す
る
強
い
国
家
戦
略
が
垣
間

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
、
も
う
10
年
も
す
る
と

農
・
漁
業
等
の
労
働
力
が
半
減
す
る
と
の
意

見
も
あ
り
ま
す
。
株
式
会
社
の
参
入
議
論
も

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
安
全
・
安
心
・

高
品
質
・
ま
じ
め
・
正
直
と
い
っ
た
、
特
産

品
を
大
切
に
す
る
生
産
者
気
質
や
、
売
り
方
・

見
せ
方
が
、
今
後
の
戦
略
に
と
っ
て
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

言
い
換
え
る
と
、
南
あ
わ
じ
市
は
、
日
本

や
東
ア
ジ
ア
の
食
糧
基
地
と
し
て
農
・
漁
業

農
村
交
流
、
青
空
市
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
な
ど
相
対
取
引
に
よ
る
学
習
と
基
盤
づ
く

り
、
全
て
の
特
産
品
が
揃
い
、
食
べ
て
・
体

験
し
て
販
売
す
る
「
ま
る
ご
と
南
あ
わ
じ
」

の
拠
点
施
設
、
文
化
や
自
然
景
観
、
観
光
と

融
合
し
た
総
合
的
産
業
へ
の
脱
皮
な
ど
で
す
。

　

例
え
ば
、
主
要
野
菜
４
品
目
は
、
市
内
で

年
間
約
１
千
万
ケ
ー
ス
の
出
荷
が
あ
り
ま
す
。

１
ケ
ー
ス
１
０
０
円
で
も
高
く
売
れ
れ
ば
、

10
億
円
の
収
入
が
増
え
、
生
産
者
だ
け
で
な

く
地
域
経
済
が
潤
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
が
、
魅

力
や
優
位
性
を
生
か
し
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
「
ま
る
ご
と
南
あ
わ

じ
」
を
売
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

雇
用
及
び
所
得
の
確
保
を
め
ざ
し
た
市
内
産
業

の
活
性
化
の
た
め
、
生
命
維
持
・
健
康
増
進
産
業

と
し
て
、
将
来
性
が
あ
り
夢
が
膨
ら
む
農
・
漁
業

等
の
可
能
性
を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
を
再
度
、

市
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
と
共
に
議
論
し
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

宮
崎
県
で
拡
大
し
て
い
る
家
畜
法
定
伝
染
病

の
口
蹄
疫
の
発
生
が
心
配
で
す
。
市
で
は
、
全

家
畜
飼
養
農
家
へ
の
消
毒
薬
の
配
布
や
、
県
・

関
係
機
関
と
連
携
し
て
の
協
議
会
設
置
に
よ
る

対
応
な
ど
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
努
力
し
て

お
り
ま
す
。
５
７
１
戸
約
１
万
１
千
頭
を
有
す

る
全
国
有
数
の
畜
産
地
帯
と
し
て
の
責
任
と
、

堆
肥
を
活
用
し
た
循
環
型
農
業
の
維
持
の
た

め
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
の
大
産
地
を
維
持
・
拡
大
さ
せ
る
チ
ャ
ン

ス
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
つ
は
産
地
内
対
策
で
す
。
既
に
各
方
面

で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
省
力
化
や

規
模
拡
大
、
熟
練
農
業
者
や
兼
業
農
家
を
活

か
し
た
対
策
、
漁
獲
量
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
の
多
様
な
事
業
、
魚
の
絞
め
方
や
輸
送

技
術
の
向
上
な
ど
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で

す
。
す
ば
ら
し
い
特
産
品
を
い
か
に
売
り
出

す
か
、
農
協
が
攻
勢
を
か
け
る
「
ほ
ん
ま
も

ん
玉
葱
」
や
市
場
で
の
評
価
拡
大
、
消
費
者
・

都
市
生
活
者
の
支
持
を
得
る
た
め
の
都
市
・

淡
路
だ
ん
じ
り
祭　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

淡
路
だ
ん
じ
り
祭
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果
が
決
ま
り
、
特
選

１
人
と
準
特
選
２
人
、入
選
３
人
、

佳
作
13
人
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。（
13
頁
に
関
連
記
事
）

▽
選
者
講
評
＝
投
げ
だ
ん
じ
り
の

勇
壮
な
練
り
込
み
の
情
景
が
無
駄

の
な
い
画
面
構
成
で
、
上
手
く
ま

と
め
た
カ
メ
ラ
ア
イ
が
功
を
奏
し

て
い
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
７
月
15
日（
木
）ま
で

三
原
公
民
館
で
展
示
し
て
い
ま
す

▲特選「薫風突いて疾風熱演」、正井良徳さん（神代）

大
規
模
災
害
に
備
え
る

市
と
農
協
が
防
災
協
定
を
結
ぶ

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
備

え
６
月
４
日
、
市
と
あ
わ
じ
島
農

業
協
同
組
合
が
防
災
活
動
の
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
市
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
農
協
か
ら
米

や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
軍
手
、
防
水

シ
ー
ト
な
ど
の
物
資
を
供
給
す
る

ほ
か
、
平
常
時
に
は
市
が
行
う
防

災
訓
練
へ
の
参
加
や
防
災
啓
発
活

動
の
協
力
も
行
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
と
民
間
の
団
体
が
物

資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
の

は
７
例
目
。
協
定
書
に
調
印
後
、

倉
本
満
之
組
合
長
は
「
地
域
に
根

ざ
し
た
組
織
と
し
て
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
協
力
は
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲協定を結んだ中田市長（左）と倉本
満之組合長（右）

◀
伍
代
夏
子
さ
ん

アジア国際子ども映画祭関西・四国ブロック大会8/28

※はがき１枚で２人まで参加できます。（住所氏名、参加者名は必ずご記入くだ

さい）。当選案内は８月10日（火）発送を予定しています。

あなたのご住所
あなたのお名前

参加者（２人まで）
氏名・年齢をご記入
ください

住所

氏名

電話番号

※必ずご記入お願

   いします

※ここは白紙のままで南あわじ市湊90- １

南あわじ市教育委員会内

アジア国際子ども映画祭

事務局　行

〒656-0393

◀
杉
良
太
郎
さ
ん

疑
い
が
あ
っ
た
場
合
、
検
査
結
果

が
判
明
す
る
ま
で
１
日
半
か
ら
２

日
を
要
す
る
が
、
そ
の
間
の
防
疫

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
」「
洲
本
市

や
淡
路
市
と
と
も
に
、
淡
路
島
全

体
で
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
も
必

要
」
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
者
は
、「
初
動
対
応
が
最

も
重
要
な
の
で
万
全
の
体
制
づ
く

り
を
し
て
お
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

▲防疫体制について協議する
南あわじ市口蹄疫連絡協議会

▶
準
特
選（
上
）岸
本
秀
文
、洲
本
市

（
下
）大
和
啓
子
、神
戸
市

▲外からのウイルス侵入
を防ぐため、石灰を畜舎
周辺に散布

　子どもが撮影したホームビデオ作品による映画祭「アジア国際子ども映画

祭」を開催します。　　　　　　　　　  問生涯学習文化振興課☎37-3020

鑑賞希望者を募集
　「作品を出せなかった人」「来年は応募してみようという人」など約500人に一般

席を抽選で手配します。ご希望の人は往復はがきで、７月31日（土）〔消印有効〕ま
でにお申し込みください。※入場には申し込みが必要で、当日は一般入場はできません。

ゆ
め
る
ん
号
誕
生

　

市
で
は
、
子
育
て
学
習
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
公
用

車
を
こ
の
た
び
購
入
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
公
用
車

を
利
用

し
て
、
公

民
館
な

ど
に
出
向

き
、
育
児

相
談
に
応

じ
て
い
き

ま
す
。

▲車体に「ゆめるん」をデザイン

◀往復はがきを
ご利用ください

応募資格　小学生～高校生及
　びそれらの年齢に相当する個

　人またはグループ

応募内容　
❶「家族」をテーマにホームビデ

オで撮影した３分以内の未公

開作品（友達やペットも可）

❷１人（１グループ）１点の応募

❸応募作品と一緒に所定の申込

書を添えて提出

応募締切　７月 23日（金）
※詳細は市ホームページに掲載。

ビデオカメラの貸出しも行い

ます。大会当日は作品応募者

及び保護者２人の方々をご招

待します。

応募資格

作品募集

８月28日（土）13:30～
南あわじ市文化体育館

映画祭当日のゲスト
杉良太郎名誉会長

伍代夏子さん、山川豊さん

山田純大さん、w-inds.の皆さん

往復はがき 往復はがき

往信 返信




